
平成14年度の日経平均株価は、年度当初は景気回復への期待感から買いが優勢となり、上昇した�

ものの、夏場以降は国際情勢緊迫による世界的なリスク回避傾向の高まり等から下落基調となり、�

年度末は7,972円と、期末としては21年ぶりに8,000円を割り込んで引けました。こうしたなかで、�

当社は、積極的な株式残高圧縮を進めたほか、評価損率が30％～50％の国内株式の一定程度�

に対しても減損処理を実施するなど、昨年度同様、資産健全性の一層の向上に取り組んだ結果、�

引き続き国内株式の含み益を確保しています。  


